
４ カリキュラムの実際
(1)大館市共通版「架け橋期のカリキュラム全体計画」（５歳児～１年生）

 架け橋期に期待する姿 ●期ごとのねらい

 育みたい資質・能力
「知識及び技能の基礎」
「思考力・表現力・判断力等の基礎」
「学びに向かう力、人間性等」

 交流活動・行事・ふるさとキャリア活動
☆子ども交流 ★職員交流

 環境の構成、援助のポイント ●家庭との連携
※具体的な展開例の解説を別添資料とする

大館市 架け橋期のカリキュラム全体計画 (5歳4月～3月）
架け橋期に期待する子どもの姿

～周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども～

▼幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 (10の姿）
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 「共通して充実を目指す活動・体験」
※園と小学校が具体的に協議する

 「架け橋期に期待する姿」●期ごとの「ねらい」

 「交流活動・行事・ふるさとキャリア活動」
☆子ども交流 ★職員交流

 「環境の構成、援助のポイント」●「家庭との連携」
※具体的な展開例の解説を別添資料とする

(2)  モデル地区「架け橋充実期のカリキュラム全体計画」 
（５歳児１０月～１年生７月）

☛「育てたい力（共通
の視点）」が、「目
指す子ども像」と
整合している

☛「共通して充実を目指
す活動・体験」に「育て
たい力（共通の視点）」

が反映される

 期ごとの「小学校区で目指す子どもの姿」
※子どもの実態や課題の協議から焦点化された
「育てたい力」（共通の視点）
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備考欄に「♡架け橋ポイント」を付記し、小学校就学前の学びの経験を
単元計画、スタートカリキュラム、日常の授業改善に生かしていきます。

５ カリキュラムの活用・展開のために
(1) 小学校教科書改訂に伴う各教科の年間指導計画

令和6年度
皐元名／題材名

目

第 1学年生活科年間指

材名

どきどきわくわく 1ねんせい

目● ：学校生活に闘わる活動を通して、幼児期の教冑での経麟を

い起こしながら、学校の中を歩いたり、友遍と闘わったりし、

学校の篇設の使い方や友運のよさに気付くとともに、友運やI/
先生と学校生活を過ごすことの楽しさを寅感し、安心して｀

びや学詈をしていこうとすることができるようにする。

4 Iはじめまして
きょうしつ

はじめ蒙してともだち

はじめましてがっこう

がっこうだいすき

I 
い方を肴える。 宣？使18 

口2日目 ：名胴をつくって自己紹介をす

口3日目 ：澁：：出かけ、みんなで」：。

口4日目 ：教室や如匡で遵んだりしi、友
遭と闘わる。

口6日 目 召 翌m.し如J、 刊

口6日目 ：学校生活について話し合っ:lJ 
人敷暴めゲームをしたりすt。

口7日目で；悶な名:;:溢‘玲ぐ
口8日目 ：学校をみんなで歩いたり、校

で道んだりして、見付けた物
んだことを綸に撞く。

目● ：学校棟検や通学路棟検を通して、学校の籍設の様子や学校生I12 

No. 1 

倒芯言芦：ットじ芦霊：；し
じゃんけ暉取りゲーム など 、

●幼児期の篇設と小学校とで大きく違うのが＼

イレの環墳． 子どもたちが安心できる環墳を

工夫してほしい

●幼児期の敦冑で使っていた籠設との共逼点を
見付けながら、 学校の中を歩いたり、友運と
躙わったりする中で、学校の籠設の使い方ゃ ＼
友遍のよさに気付くとともに、 友遍や先生と
学校生活を過ごすことの楽しさを賓墨し、道 1 
びや学詈をしていこうとすることができるよ
うにする。

［知技］西の篇設の使い方や．友遍のよさに ＇ 
気付いている。
［息判覆］幼児期の敏冑で使っていた篇設との I 

共通点を見付けながら、学校の中を歩いている。
［鬱震］友違や先生と学校生活を過ごすことの I
しさを賽感し、安心して道びや学詈をしてい

こうとしている。

※全8隋間十国籍42/3（書写'lJ3)＋算敷2
＋奮楽11/3＋図エ12/3十体冑41/3 9 
＋道徳1十学活5 といったように合科的・
遍的に逢める． I 

5麟児の 「患い出還足」などでサ’自分たち
---― ー・ • -•一 ・・ ・・ --• · - ~ · 一 ・一..←

偲L Rヽ羹.,..:. I I I 'ヽ ；ぽ I r ,....l'. ,.• , 



市共通版
架け橋期のカリキュラム

A園アプローチカリキュラム
（保育の計画）

Ｃ小学校
スタートカリキュラム

Ｃ小学校区版
カリキュラム

B園アプローチカリキュラム
（保育の計画）

E小学校区版
カリキュラム

D小学校区版
カリキュラム

B小学校区版
カリキュラム

A小学校区版
カリキュラム

セレクト＆オリジナリティ

全小学校区のカリキュラムを「架け橋カリキュラム集」として全教職員に配付。
就学する複数小学校のカリキュラムも参考にして、5歳児の保育の計画を作成することで対応。

(2) 複数校へ就学する場合のカリキュラムの位置付け
幼稚園教育要領

認定こども園教育・
保育要領

保育所保育指針

小学校学習指導要領
総則・生活科

....  .....  ...  ...  ． ．  ...  ...  ····••...·· . . .  ...  ...  ．．．．． 
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各小学校区版架け橋カリキュラムの「共通の視
点」を「共通して目指す活動・体験」に反映する
ための具体的な計画へ
○子ども主体の学びへの転換
○弾力的な時間割
○合科的・関連的な指導の工夫
○小学校就学前の経験を生かし、自己発揮の場を

架け橋期のカリキュラム

学習指導要領

架け橋スタートカリキュラム従来のスタートカリキュラム

小学校への適応
段差の解消

１週間に・・・靴箱の使い方・教室に来てからの準備
の仕方・身長順の並び方・トイレ水飲み場の使い方・
下校の並び方・お便りの入れ方・帰りの準備の仕方・
連絡帳の出し方・絵本袋の持ち方・本の借り方・返し
方・鉛筆の持ち方・机上の学習用具の置き方・廊下の
歩き方・・・？？
「重点スキル」の項目で、毎日２項目ずつ？？

Tｏ Dｏ Listになっ
ていませんか？

(3) 従来の「スタートカリキュラム」の見直し



○異質なものが出会うことで「化学反応」が生まれる
・・・気付きから生まれる自らの保育・教育の見直し

○顔が見えるおつきあいで「仲間意識」「主体性」「発展」が生まれる
・・・交流や連携のわくわくするアイデア、気軽な交流

○「子ども」を中心に据えた幼保小中教育の「融合」が生まれる
・・・学区の課題や目指す子どもの姿を共有

○学校規模に応じて柔軟な「交流バリエーション」が生まれる
・・・様々な人・学年との交流で育つ「他者意識」

６ 成果

架け橋期の子どもたちを共に育てようと
する大人たちの共感的協働力

(1) 小学校区内のチームワーク



○ 園生活や就学前の育ちを知り、発達を意識した指導や援助
○ 一人一人の違いを尊重する姿勢、肯定的な見方、言葉かけ
○ 成功させるための準備よりも、思いや願いの醸成を重視
○ 子どもが話したくなる雰囲気づくり、考えたくなる仕掛け・授業展開
○ 教えるのではなく「何でだろう？」「どうしようか？」と子どもから

引き出す声かけ
○ 交流での子どもの変容から、効果の大きさを実感
○ 子どもの声（知的好奇心、気付き）から組み立てる授業・単元構想
○ 試行錯誤の時間、待つ姿勢を大切に

(2)  小学校1年生担任・小学校の先生方

子どもを信じて任せる授業への転換
＝おおだて型授業



○ カリキュラムに示された「資質・能力」や「１０の姿」への意識
○ 興味・関心をもったこと、やりたいと思ったことに存分に取り組める

意図的な環境の構成と援助
○ 友達の考えを受け入れ、生かしながら一緒に工夫する遊びの充実
○ 子どもたちが考え、判断しながら、遊びを創るための援助、振り返り

の充実
○ 保育者の状況に応じた関わり方、精選された言葉かけ
○ ０歳児から小学校・中学校へとつながる広い視野をもって
○ ３歳児以下の保育を担当する先生方にも「架け橋」の意識

(3)  5歳児担任・園の先生方

ねらい・意図の明確化
＝「共通の視点」を意識した保育



ヒヤリング・アンケートから （５歳児担任・主任） 
1年生は、自分でなんとかしようという気持ちが芽生えている。

交流場面では、お兄さんお姉さんとしての自覚をもち、教えた
り、声をかけたり、励ましたりして頼りになる存在に。交流時
間での成長が大きいと実感。

５歳児担任は、子どもの「なぜ？」「何だろう？」に寄り添いな
がら、すぐに答えを出さず、一緒に考えたり自分で調べたりできる
ように、環境を準備している。
指導方法で迷うことがあれば、保育指針の他に架け橋カリキュラ

ムを参考にすることが増えた。

５歳児担任は、子どもたちがどうしたいのかしっかりと見極め、
待ちの保育を行い、共通の視点を意識して関わっている。子どもた
ちで遊びや生活を進めていけるように工夫したり、考えたりする場
面を大切にし、話合いの○○タイムを有効に保育に取り入れている。

仁）

゜



○ １年生の「おおだて型授業」の学び方を真似て遊びに取り入れる
・「やることリスト」「設計図」（見通し）
・「○○タイム」の振り返りで改善点やもっとしたいことを話す
・友達のがんばりや良さを見付けて認め合う
・友達や年下への気遣いや励ましの言葉かけ

○ 共通の目的に向かう意欲の継続
○ 友達と話し合って決める、協力して進める
○ ５歳児の育ちの姿は、その下の年齢の子どもの遊びに影響
○ 「小学校の校舎も、知ってる先生も先輩も居る」は大きな安心感

(4)  5歳児 交流のよさが見える主体的な遊び

１年生の姿（モデル）が
伸びる原動力へ



保
育
園

こ
ど
も
園

うまくいかない！！
準備が間に合わない！！

誰か手伝って！！
先生、どうしたらいい？

一致団結！
問題解決が見えてきた！！

大成功！！
出来栄えにご満悦！！

なつまつりの
綿菓子屋さん

発表会の劇で
使う道具作り
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仲間・グループでの対話
全員での振り返り→見通し

小
学
校



○ ５歳児での振り返りの経験により、自由に自分の思いや考えを言葉で
○ 自分たちで決める、考える、伝える→学びの主体性
○ 共感的な学級の雰囲気（肯定的、聞き取る力）
○ 年下への気遣い（褒めて認めて自信をもたせる言葉かけ、アドバイ

スの仕方）
○ 分かる言葉を使ったり図に書いたりして説明
○ 振り返りの話合いから、次への見通し
○ 問題発生、トラブル発生時こそ、知恵を働かせて団結して向かう
○ そうじ、後片付けの素早さ、生活面のたくましさ
○ 他者へのやさしさ、自らを律する姿 ○話す・聞くのメリハリ

(5)  小学校1年生 小学校就学前の経験が見える学びの深まり

交流による「他者意識」が、
自ら伸びる力へ



文科省実地調査＜交流＞
「楽しい秋いっぱい～音
楽で友達になろう～」

1年生がリーダーシップ
をとり、楽器やリズム、
動きの工夫を話し合う

１年生は、昨年自分た
ちがしてもらったよう
に５歳児に問いかけた
り、褒めたりしながら、
思いを引き出して



○市「いじめ・問題行動調査」の質問項目から （モデル地区S小学校R3→R6）

Q１ クラスのみんなは私の話をよく聞いている（１年生）

Q１ クラスのみんなは私の話をよく聞いている（２年生）

(6)   調査から見える小学校1年生・２年生の変化

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R6年
度

R3年
度

よく思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R6年
度

R3年
度

よく思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

肯定が１００％
に

R3 ２４人
R6 ２１人

R3 ３７人
R6 ３６人

． ． ． ． 

． 
．
 
．
 

．
 



Q２ クラスのみんなで何かするのは楽しい（1年生）

Q２ クラスのみんなで何かするのは楽しい（２年生）

82% 84% 86% 88% 90% 92% 94% 96% 98% 100%

R6年
度

R3年
度

よく思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R6年
度

R3年
度

よく思う 少し思う あまり思わない 全く思わない

肯定が１００％
． 
．
 

． ． 

．
 

． ． ． 



Q３ 学校が楽しい（1年生）

Q３ 学校が楽しい（２年生）
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・学校報、地域報 ・HPやブログ
・連絡ボード（掲示板） ・ドキュメンテーション
・保護者会や地域のガード隊への説明、校長の園保護者への講話
・交流活動の参観への案内

・全４歳児保護者への講話（５歳児相談保護者学習会）
・就学時健診での保護者への講話、県リーフレットの説明
・マスコミ、地方新聞
・事例発表、
・幼保小連携便りへの寄稿

(7) 家庭・地域への周知、連携
○ モデル地区等の取組

○ 市の取組

今後は、学校運営協議会、学校評価・園評価等にも広げて



管理職や養護教諭が中心になって、家庭、学校医も巻き込みながら
取組を広げ、具体的な成果に

「メディアコントロールは、
子どものミライ（未来）コン
トロール」園の保護者へ校長

が講話→
幼保小合同の防犯教室↓

家庭や社会に広げる～共に共通の課題に取り組む小学校区が増加



保護者の目から見た５歳児の変化（モデル地区保育園）

入学への心配はありながらも、
我が子の成長に気付く力

積極性には少し心配な部分もありますが、様々な経験を通し
て協調性を学び、自分で考える力も付いてきているのでは。友
達関係も、幼保小連携で、友達ができたようで安心している。

人前での発言ができるようになったり、感想や何をしてきたのか、
楽しかったのか、言葉でしっかり伝えてくれるようになった。
発言力が身に付いている。１・２学年上との交流で、分からない

ことがあっても知っている先輩たちに聞くことができる環境づくり
がされている。

仁）



７ 課題
(1) 家庭や社会との協働
○保護者や地域の方々にも「架け橋期」というWordを周知
→架け橋期の育ちの重要性を周知、親の育ちの場も

(2) 園と園の協働
○園を越えて、大館市の子どもを共に育てる意識
→共に実践することが「当たり前」に

(4) 架け橋カリキュラムが具体化されるスタートカリキュラム
(3) 職員全体での共通理解、人事異動期の職員間の引き継ぎ

架け橋プログラムの
真の目的を見失わず、成果を信じて
来年度のサイクルへつないでいく



カリキュラムの開発を通して、小学校区で育ちや課題が共有化され
ます。
同じ子どもを一緒に見る、育ちを伝え合うことで、子どもの発達や

互いの教育・保育の理解が進みます。
カリキュラムによって、共通して目指す姿・取組が可視化され、実

践することで、確実に子どもの育ちにつながっていきます。

小学校への適応だけを目指しているのではありません。
カリキュラムの完成がゴールではありません。
架け橋プログラムは、幼保小の交流活動が目的ではありません。

幼保小の架け橋プログラムは・・・・

「未来大館市民」の育成に向けて、全小学校区で取り組みます




